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PTA講演会および新校舎見学会のご案内 

 

新しい年を迎え、ますますご活躍のこととお慶び申しあげます。会員の皆様には平素より PTA活動にご理解、

ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 さて、成人人権啓発委員会ではこの度、教育サポーターの仲島正教氏をお招きし、ご講演をお願いすることとな

りました。つきましては、PTA講演会および新校舎の見学会を下記の要領で開催いたします。多数のご参加をお

待ちしております。 

記 

日時 ：令和 4年 2月 12日（土）講演会受付開始 9:30   講演会開始 10:00 

   ※来校の際は南門（体育館側）よりお入りください。 

講演会後、新校舎見学会となります。見学は教室内には入らず、廊下からのご案内となる予定です。 

場所 ：東淀中学校体育館 

講師 ：教育サポーター 仲島正教氏 

   ※プロフィールは別紙 1をご覧ください。 

申込み：令和 4年 1月 19日までに下記申込書をご記入いただき、ご提出をお願いします。 

持ち物：室内履き、外靴入れ（ポリ袋等）、筆記用具、入校証（お持ちでない方は受付でお申し出ください。） 

その他：当日、講演会へ参加されるご本人とそのご家族の方に、咳や発熱（37.5度以上）等の風邪症状が見られる

場合はご来場をお控えください。ご来場いただく前にご自宅での検温を実施いただき、マスク着用でお越

しください。会場の座席間隔はソーシャルディスタンスを確保いたします。 

    受付にて検温及び手指消毒のご協力をお願いいたします。 

会場内は暖房を入れておりますが、換気のため窓を開けておりますので各自防寒対策をしてお越しくだ

さい。 

自転車でお越しの際は、指定の駐輪場所へお停めください。路上へ停めることのないようお願いします。 

    感染対策のため、参加人数を 100 名に限定させていただきます。申し込み多数の場合は抽選とさせ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

問合せ先：PTA事務局 TEL 06-6815-0704 又は hyjhs_pta@yahoo.co.jp 

    ※担当者不在の場合は留守電にて、お名前、連絡先を必ずお知らせください。後日返答をさせていただき

ます。（メール問合せの場合もお名前、返信先を入力ください） 

                                                 以上 

 

参加申込書 

 

生徒名      年  組  番   氏名 

 

代表参加者名              （計   名） 連絡先（TEL） 

 

講演会のみ希望     講演会、新校舎見学両方希望 

 

mailto:hyjhs_pta@yahoo.co.jp


 

  別紙 1  

 

  仲島正教（なかじままさのり） 

  教育サポーター 

 

 

小学校での 21年間に及ぶ教師経験を基に、子育てや学校教育における

「真の人権教育の大切さ」を語る教育者。教育現場で得た子どもたちとの

様々な感動体験を交えながら、親や地域の大人が今こそ改めて認識すべき

「人権意識」について、“優しい風（loving-wind）”にのせて世に贈り続

ける   

 

仲島正教氏のプロフィール 

■職歴・経歴 

1956年生まれ。兵庫県西宮市在住。 

大阪教育大学を卒業後、兵庫県西宮市で小学校教師を 21年間務め、その後、西宮市教育委員会人権教育室

指導主事、学校人権教育課係長を 5年間務めた後、2005年 3月に 48歳で退職。 

2005年 4月より、教育サポーターとして、若手教師対象に「授業づくり」や「学級づくり」等のセミナーを

開くかたわら、講演活動は北海道から沖縄まで全国各地にわたり、「人権教育」や「子育て」、「青少年育成」

等をテーマに、講演回数は 3000回を超える。また、2010年より 3期 11年 尼崎市教育委員会教育委員を務

めた。2016年 2月に「西宮市教育功労者表彰」を受ける。 

現在、「YouTube仲島正教 元気が一番塾」代表、バングラデシュ教育支援 国際エンゼル協会理事を務め

る。 

■講演内容 

幼児期から思春期にかけての子育てがすなわち“人権教育”そのものであると提唱し、「部落差別」ほか「障

害者」「外国人」「女性」「子ども」「高齢者」など、あらゆる差別をなくすために活動を続ける。 

「自尊感情はまわりの声が育てていく」「“優しさ”という温かい貯金」「体温のあるコトバ」「子どもの夢の

最後の応援団は親と教師」など、心に響く言葉を持つ。現代のネット社会における差別にも敏感。 

差別とは“氷山”のように、目に見える部分より、海面下の見えない差別の方が問題でまだまだ無くなって

いないと、手作りの絵などを使って解説。 

聴講するうち、子どもたちがいとおしく、抱きしめたくなる。人権を難しく捉えるのではなく、身近な問題

として実感できる講演として好評。 

■著書等 

『成長しない子はいない～生まれ変わっても教師になりたい～』（大修館書店） 

『教師力を磨く〜若手教師が伸びる 10のすすめ〜』（大修館書店） 

月刊「体育科教育（大修館書店）」の“巻末エッセイ”を連載中                         

 

 

 


